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2006 年アジア経済成長率予測を 7.7%に上方修正 
 
[マニラ フィリピン ９月６日 ]  アジア開発銀行（ADB）が 6 日公表した最新経済報告による

と、2006 年のアジア途上国経済は力強い拡大を続け 7.7％の成長率を達成すると見込まれる。

2007 年の成長率見通しは 7.1％。 
 
「地域の GDP の半分以上を占める中国とインドの好況に支えられ、アジアの開発途上国は急

速に経済成長を続けている。アジア地域はこの成長を背景に、原油高に対応するために取り組

んできた調整を完了し、財政再建を加速し、投資を促進する必要がある。そのような努力を怠

れば良好な成長に影響を与える要因になる可能性がある。」と、「アジア開発展望（ADO）２０

０６年改訂版」を発表する中で、ADB チーフエコノミスト、イフサル・アリ氏は述べた。 
 
中国とインドを計算から除外すると、他のアジアの開発途上国の成長率はゆるやかなものとな

り、2006 年が 5.5％、2007 年は 5.1％が見込まれる。 
 
本報告書は、４月に発表された ADB の代表的な年次経済刊行物でありアジアの経済動向を予

測する報告書である「アジア開発展望（ADO)２００６年」の改訂版である。 
 
2006 年の 7.7％成長は、４月に発表した展望を 0.5 ポイント上方修正した数字であり、活況な

投資と輸出が続く中国の経済成長の加速を反映したものである。ADO 改訂版は、中国の 2006
年の経済成長率は 10.4％と予測している。バングラデシュ、インド、パキスタンの南アジア諸

国でも、強い輸出に支えられて経済成長が続いており、上方修正を支える要因となった。 
 
2007 年については、ADO 改訂版は、アジアの開発途上国の経済成長率を 7.1％と予測しており、

これは４月時点での予測、7.0％から微増である。０７年の成長の鈍化は、先進国の需要減と原

油高の継続によるものである。ADO 改訂版の 2007 年予測は、中国が政策調整をして経済成長

が抑制され 9.5％の成長率となり、インドでは 7.8％の成長率が見込めるという前提に基づいた

予測となっている。 
 
2006 年の東アジア経済成長率は、４月の報告 7.7％から上方修正され、8.2％となっており、こ

れは中国での急速な成長とそれに影響を受けた香港、モンゴルでの上方修正による。韓国、台

湾は、過剰なクレジットカード使用への調整も原因で国内需要が弱いため、４月の予測から変

更はない。 
 
南アジアの成長率は、４月の予測 7.3％から上方修正されて 7.5％成長となった。2002 年以降

年率平均で 7.7％となっており、東アジアの数字に近づいており、東南アジアの成長率から 2
ポイント高くなっている。 

Yamato Seimei Bldg. 2F 
1-7, Uchisaiwaicho 1-Chome 
Chiyoda-ku, Tokyo 100-0011 
Japan 
Tel:+81335043160 

 



- 2 - 

 
バングラデシュ、インド、パキスタンの活況な製造業が輸出を増やし、そのため 2006 年の成

長率の上方修正となった。ネパールでは、議会の機能が修復し、より広い層が政治に参画する

ようになったため経済の状況と見通しが好転した。ADO 改訂版はまた、治安の問題があるもの

の、アフガニスタンとスリランカの経済見通しを上方修正した。 
 
東南アジアでは、４月の予測 5.5％より若干下がって、5.4％の成長見通しとなった。タイでは、

政治的不安定と大型インフラ事業の先延ばし、マレーシアでは消費者支出の減速が見られ、４

月に出された予測をそれぞれ下回る見通しとなった。しかし、フィリピンでは、天候が良く、

財政状況が好転し、シンガポールでは電子部門と製薬部門が成長を遂げたため、見通しが好転

した。インドネシアでは、今年前半インフレ対応のため経済成長が阻害されたが、年の後半は

好転する見通しで、４月の成長予測 5.4％は達成可能。 
 
中央アジアでは、原油産出国のアゼルバイジャン、カザフスタンの経済成長率は４月より上方

修正し、アルメニアも上方修正された。このため中央アジア全体では、過去５年間の平均成長

率から１ポイント高い、11.3％を予測している。 
 
太平洋地域でも成長が加速しており、2006 年に 3.3％の成長を予測している。これは、原油輸

出国であるパプア・ニューギニアとフィジーの２大経済での上方修正のため。 
 
ADO 改訂版は、長期的な影響がある貿易上の問題について、また世界商品市場へのアジア途上

国の増大する影響について章をさいている。 
 
「アジアの経済成長の見通しは、国内外の状況が好ましいため、かなり良好である。今こそア

ジア地域は、潜在的なリスクに対応する力をつけ、地域の急速な成長が持続していくよう努力

すべきである」とアリ氏は述べた。 
 
マニラに本部を置くアジア開発銀行は、貧困層に役立つ持続的な経済成長、社会開発、良き統

治を通じてアジア太平洋地域の貧困の削減に取り組んでいる。1966 年に設立され、アジア地域

の 47 カ国を含む６６の加盟国／地域からなっている。2005 年には、69 億 5,000 万ドルの融資、

1 億 9,880 万ドルの技術援助を承認した。 
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アジア開発展望 2006 改訂版    国別成長率と予測 
 

GDP 成長率  (% per year) 
 2003  2004 2005   2006    2007  

地域／国     ADO 2006 Update ADO 2006 Update 
          
中央アジア 10.3 10.7 10.9 10.3 11.3 9.8 10.3 
 アルメニア 14.1 10.5 14.0 7.5 11.3 6.0 6.0 
 アゼルバイジャン 13.3 12.7 26.4 30.5 35.0 27.3 30.0 
 カザフスタン 9.2 9.6 9.4 8.5 9.0 8.5 9.0 
 キルギス 7.0 7.0 -0.6 5.0 5.0 5.5 5.5 
 タジキスタン 10.2 10.6 6.7 8.0 8.0 6.0 6.0 
 トルクメニスタン 23.0 21.0 10.0 6.5 6.5 6.5 6.5 
 ウズベキスタン 4.4 7.7 7.0 6.2 6.2 6.0 6.0 
          
東アジア 7.1 8.3 7.9 7.7 8.2 7.1 7.5 
 中国 10.0 10.1 10.2 9.5 10.4 8.8 9.5 
 香港 3.2 8.6 7.3 5.5 6.5 5.0 5.2 
 韓国 3.1 4.7 4.0 5.1 5.1 4.9 4.6 
 モンゴル 5.6 10.7 6.2 6.0 6.8 5.0 5.6 
 台湾 3.4 6.1 4.1 4.4 4.3 4.0 4.0 
          
南アジア 7.7 7.4 8.1 7.3 7.5 7.5 7.5 
 アフガニスタン 15.7 8.0 14.0 11.7 12.0 10.6 10.6 
 バングラデシュ 5.3 6.3 6.0 6.5 6.7 6.0 6.0 
 ブータン 7.1 7.5 6.1 10.0 10.0 12.0 12.0 
 インド 8.5 7.5 8.4 7.6 7.8 7.8 7.8 
 モルジブ 8.5 9.5 -5.2 9.0 18.7 6.0 6.0 
 ネパール 3.0 3.5 2.3 2.0 2.3 3.4 4.0 
 パキスタン 4.7 7.5 8.6 6.5 6.6 7.3 7.0 
 スリランカ 6.0 5.4 6.0 5.3 6.1 5.2 5.8 
          
東南アジア 5.4 6.4 5.5 5.5 5.4 5.7 5.3 
 カンボジア 9.5 10.0 13.1 6.3 6.3 6.4 6.4 
 インドネシア 5.0 4.9 5.6 5.4 5.4 6.0 6.0 
 ラオス 5.8 6.9 7.2 7.3 7.3 6.5 6.5 
 マレーシア 5.5 7.2 5.2 5.5 5.2 5.8 5.0 
 ミャンマー 13.8 13.6 13.2 - - - - 
 フィリピン 4.9 6.2 5.0 5.0 5.4 5.3 5.3 

 シンガポール 2.9 8.7 6.4 6.1 6.6 4.6 4.6 
 タイ 7.0 6.2 4.5 4.7 4.2 5.5 4.0 
 ベトナム 7.3 7.8 8.4 7.8 7.8 8.0 8.0 
          
太平洋地域 1.9 3.9 2.3 2.9 3.3 3.0 3.4 
 クック諸島 8.2 4.3 0.1 3.5 1.8 3.5 3.5 
 フィジー諸島 1.2 5.6 0.7 2.0 3.1 2.4 2.2 
 キリバス -4.0 3.3 0.3 0.8 0.8 0.7 0.7 
 マーシャル諸島 4.1 4.5 1.1 4.0 3.0 3.5 3.5 
 ミクロネシア連邦 0.1 1.0 1.3 1.0 1.0 1.0 1.0 
 ナウル - - - - - - - 
 パラオ 0.6 6.1 5.4 5.7 5.0 5.7 5.7 
 パプア・ニューギニア 2.9 3.0 3.0 3.2 3.5 3.0 4.0 
 サモア 3.5 3.8 5.1 2.2 4.0 5.0 5.0 
 ソロモン諸島 5.6 7.8 5.2 5.0 5.0 5.0 5.0 
 東ティモール -2.2 1.2 2.3 5.0 - 4.0 5.0 
 トンガ 3.2 1.4 2.4 1.6 1.9 2.5 0.9 
 トゥヴァル 4.0 4.0 2.0 3.0 1.0 3.0 1.0 
 バヌアツ -4.7 4.2 3.1 3.4 3.4 3.4 3.4 
          
平均 7.0 7.8 7.6 7.2 7.7 7.0 7.1 
-＝データなし        

 


